
Ⅰ．はじめに

　下刈りは，人工林管理において，植栽と並んで多くの労力と費
用を要する作業である。しかしながら，近年の林業低迷や高齢化
等により，林業労働力は年々減少しており，今後，資源の充実に
伴い，皆伐の増加が見込まれる中，伐採後の再造林を図る上でも，
下刈りや植栽の省力・低コスト化は重要な課題である。
　下刈りを早く終了させる，あるいは下刈りを省略するためには，
樹高成長が優れた品種の導入や大苗植栽，施肥等が考えられ，そ
の実証試験を実施している。
　植栽木スギの成長については前報（3）で述べたが，今回は試
験地に出現した広葉樹やタケ類の成長について調査し，今後予想
される除伐作業（雑竹木の除去）について検討したので，その結
果について報告する。

Ⅱ．試験地の概要と調査方法

　試験地は鹿児島県（以下，「本県」）霧島市牧園町（以下，「牧
園」）（北緯３１度５５分０５．２秒・東経１３０度４７分１３．９秒付近と北緯３１
度５４分５８．０秒・東経１３０度４７分１０．０秒付近）と同市福山町（以下，
「福山」）（北緯３１度４１分５３．６秒・東経１３０度５２分５２．５秒付近）の
２ヶ所の県有林内に設けた。試験地付近の標高は牧園が６００m，
福山が４００mであり，表層地質は，牧園が輝石安山岩，福山が砂
岩及び同優勢互層（1）である。

　牧園での植栽（表－１）は２０００年３月に行った。北向きと東向
きの２つの斜面に，本県において造林事業で通常使用されるスギ
（Cryptomeria japonica）挿し木普通苗の２年生苗（苗高８０cm，
品種はオビアカ・タノアカ系であるが詳細は不明）を１，０００本
/haの密度で植え，ウッドエースを１２０g/本与えた。各斜面に
２０m四方の方形区を２個ずつ設置し，片方を下刈り有り区，もう
片方を下刈り無し区とした（図－１）。
　福山では２００１年３月に植栽した（表－１）。苗は初期成長が特
に良いとされる指宿１号の挿し木２年生苗（苗高１１０cm）を使用
し，施肥は行わなかった。植栽密度は１，５００本/ha，２，０００本/ha，
３，０００本/haとし，北向きと南向きの２斜面にそれぞれ下刈り有
り区，下刈り無し区を設定した（図－２）。
　下刈り有り区では，牧園では植栽当年には行わず，植栽後
２，３，４年目に各１回，合計３回下刈りを行った。福山では植栽
当年と２，３年目に各１回，合計３回の下刈りを実施した。一方，
下刈り無し区では牧園，福山とも植栽後全く下刈りを行わなかっ
た。
　試験区内に出現した広葉樹等の調査は，種の同定がしやすい夏
季に行った。
　牧園では２００８年６月に各方形区の中央部に１０m四方の調査区を
設置し，その中に出現する樹高１．２m以上の広葉樹について，幹
にラベルをつけ，樹種，樹高，胸高直径を調査した。なお，キイ
チゴ属（Rubus spp.）の樹木，木本性ツル類は調査から除外した。
また，牧園ではタケ類の発生はなかった。
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表－１．試験地の概要
２００８年度
林齢下刈り斜面方位植栽年月施肥苗植栽本数試験地

９年生有り北向き２０００年３月ウッドエース
１２０g/本

挿し木
普通苗２年生１，０００本/ha牧園 無し東向き

８年生
有り北向き

２００１年３月なし指宿１号
挿し木苗２年生

１，５００本/ha
福山 ２，０００本/ha

無し南向き３，０００本/ha



  福山では，同年７月に各試験区の中央部に５m四方の調査区を
設置し，その中に出現する樹高１．２m以上の広葉樹及びタケ類に
ついて，幹にラベルをつけ，牧園と同様の毎木調査を行った。こ
こでもキイチゴ属の樹木，木本性ツル類は調査対象外とした。
  

Ⅲ．結果と考察

１．牧園
　牧園での出現種別幹本数，平均樹高，胸高断面積合計（以下
「BA」）を表－２に示す。出現した樹種を高木性極相種（以下
「極相種」），先駆性樹種（以下「先駆種」），その他樹種の３つに
区分し，それぞれ高木，低木別に示した。この区分は吉田の再造
林放棄地調査野帳（5）に添付されている樹種ごとの区分表を参
考にした。また，比較のため，２００８年１〜２月に計測した植栽木
スギの平均樹高（前報（3）で報告済み），胸高断面積合計を示
した。今回の広葉樹と計測時期は数ヶ月異なるが，同じ年のデー
タであり，比較するのは支障ないと考えられる。
　牧園での極相種は，イスノキ（Distrylium racemosum），イ
チイガシ（Quercus gilva），ウラジロガシ（Quercus salicina），
シ イ 属spp.（Castanopsis spp. ），タ ブ ノ キ（Machilus 
thunbergii）が出現した。下刈り有り区では，極相種の種数や本
数が少なかった。これら極相種では１株から複数の幹が萌芽して
いる個体もあり，試験地周辺のスギ林には極相種を含む多くの稚
樹が定着していることから，当試験地での極相種の出現には，伐
採前に定着した稚樹も大きく関わっているものと考えられる。
　各樹種の平均樹高，BAはスギより小さかったが，下刈り無し
区での広葉樹全体のBAはスギの値に近いため，数年後にはスギ
を追い越すものと推察される。また，その他樹種の本数，BAが
大きく，先駆種は意外に小さかった。
　牧 園 の 下 刈 り 有 り 区 で は 高 さ１．８〜２．５mの ス ス キ
（Miscanthus sinensis）が林床の大部分を覆っており，下刈り無
し区でも広葉樹がないところにはススキが覆っていた。また，ス
ギを被圧する広葉樹やツルの巻き付きも少なかった（3）ことか
ら，牧園での除伐は，スギの被圧木を除去する程度に限り，全体
的な除伐は必要ないと考えられる。
２．福山
  福山の１，５００本区での毎木調査結果を表－３，２，０００本区での結
果を表－４，３，０００本区での結果を表－５に示す。表に示した数値

の詳細は牧園と同様であるが，福山ではタケ類も出現したため，
極相種，先駆種，その他樹種，タケ類の４つに区分した。
　今回の極相種はタブノキしか出現しなかったが，試験地内には
高さ２〜３m程度のアラカシ（Quercus glauca）も数個体あっ
た。
　１，５００本区（表－３）では，北・下刈り無し区でメダケ
（Pleioblastus Simonii）が出現していた。植栽前の２０００年１２月
当時の写真で，北・下刈り無し区と既設作業道（図－２）の境界
付近に高さ３０cm程度のメダケ桿が数本確認できたため，植栽前
からメダケは定着していたものと考えられる。メダケの平均樹高
はスギより下回っているが，本数は多く，区全体の林床を被覆し
つつあり，メダケに被圧されているスギもあるため，早急な伐竹
が必要と考えられた。また，各下刈り無し区で先駆性高木の平均
樹高，BAがスギよりも高く，優占していた。これらのことから，
１，５００本区の下刈り無し区では全体的な除伐が必要と判断された。
各下刈り有り区では先駆種低木，その他樹種の低木が優占してお
り，平均樹高はスギよりも低いことから，スギを被圧する木に
限って除伐するだけで良いと考えられる。
　２，０００本区（表－４）では，南・下刈り無し区でマダケ
（Phyllostachys bambusoides）・モウソウチク（Phyllostachys 
heterocycla）が出現していた。植栽当時の資料や写真等からは，
これらがあったことは確認できなかった。しかしながら，２００５年
度調査ではスギ１個体を被圧していたことから，それ以前から発
生していたと考えられる。また，当区は試験地のほぼ中央部に位
置し（図－２），直近の竹林から２００m以上離れており，他の試験
区や周辺のスギ林にはマダケ・モウソウチクの桿は見あたらない
ことから，根茎による発生ではなく，種子（4）によるものと考
えられる。タケ類の平均樹高はスギとほぼ同じで，本数も多い。
また，林床全体を被覆しつつあり，被圧されているスギもあるた
め，早急に伐竹する必要がある。各下刈り無し区では高木がスギ
よりも樹高が高く，優占していた。広葉樹全体のBAもスギより
もはるかに大きくなっており，全体的な除伐が必要と判断された。
下刈り有り区では全体BAや平均樹高はスギよりも小さいため，
被圧する木だけの除伐だけでよいと考えられる。
　３，０００本区（表－５）ではタケ類の発生はなかった。また，極
相種も出現しなかった。平均樹高，BAはスギの方が大きかった。
広葉樹の中では，先駆種，その他樹種の低木のBAが高かった。
これらのことから，全体的な除伐は不要であり，スギの被圧木を
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図－１．牧園試験地 図－２．福山試験地



除去する程度でよいと考えられる。
　福山でのススキは，１，５００本・２，０００本の南・下刈り有り区で高
さ約２．０mの株が数株あったが，散在していた。ここでは，スス
キや極相種よりもアカメガシワ（Mallotus japonicus）やカラス
ザンショウ（Zanthoxylum ailanthoides）等の先駆性高木種，
タケ類の発生が大きく影響していた。

Ⅳ．おわりに

　前報（3）で，良好な樹高成長を確保できれば，植栽後５年間
は下刈りを省略できると結論づけた。しかしながら，試験地に出

現した広葉樹等を調査した結果，福山では先駆性高木種の成長が
旺盛で，伐採前の植生や周囲の下層植生からは把握できないタケ
類の発生もあった。５年以上の下刈り放棄は，つる類（3）同様，
本来そこに生育する植物の成長を助長し，スギの成長を阻害して
いた。
　広葉樹については，除伐を１回行えば，数年は不要と考えられ
る。しかしながら，タケ類については，完全に駆除するまで，継
続して伐竹を行う必要がある（2）。本県では，タケ類が発生し
ている人工林や，タケ類に被覆された再造林放棄地も多く見られ
る。このため，植栽時にタケ類の発生が危ぶまれる造林地は，そ
の繁茂を防ぐため，毎年下刈りを行うべきと考えられる。
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表－２．牧園の出現種別幹本数，平均樹高及びBA
東北斜面方位

下刈り無し下刈り有り下刈り無し下刈り有り下刈りの有無
BAHNBAHNBAHNBAHN種　名

高木性極相種
３．４２．７３イスノキ
９．１３．１３７．５２．５４イチイガシ
３０．１３．５５１．３２．４２ウラジロガシ
１５１．０４．１６１０３．３４．４６シイ属spp．
２４．２２．３７５０．９４．０４０．８１．９１タブノキ
２１７．８３．２２４７．５２．５４１５５．５３．９１２０．８１．９１　　計・平均

先駆性樹種
高木

１６．６４．６１アカメガシワ
４６．８４．３２１４８．０４．９５カラスザンショウ
０．２２．４１ヤマウルシ
４７．０３．７３０．００１６４．６４．９６０．００　　計・平均

低木
６２．６２．５１５５．６２．５２１７．５２．４５イヌザンショウ

０．１２．１１６６．１２．８１６０．８２．０１キブシ
０．８２．１１０．５１．６１ノイバラ
６３．４２．５１６６．２２．２４８３．６２．７２１０．８２．０１　　計・平均

その他樹種
高木

２５．５２．６７イヌガシ
１．１３．３１エノキ
１．８２．２１２．５３．０１２９．３３．１６カナクギノキ

５．３２．７３クマノミズキ
２２．６３．１４クロキ

３８．５５．４１シナノガキ
７８．６２．７１７６９．５３．８５０．１１．５１シロダモ

４．２２．８１３５．３５．７１１．３１．８２チシャノキ
１１４．４３．２１８３．９２．１２ホソバタブ

７．１３．５１１１．３４．０１ミズキ
２．７１．８６１．３２．４１ヤブツバキ
２５．３３．０４ヤブニッケイ
１６４．７２．６４１６．７２．９２２７０．３３．５２７３９．９２．６１４　　計・平均

低木
２．２２．７２エゴノキ

０．１１．６１コガクウツギ
１５．９３．８１１．８２．４１１．１２．１１コクサギ

９９．６２．９４２９．９２．１２０コバンノキ
１．７１．９２３．２２．６３サカキ
８．１２．１１３２．８２．５４１．０２．３２サザンカ
１３．６２．１８１１．９２．０１２１．２１．９３サンショウ

１．８１．７１シキミ
１３．０２．５４ネズミモチ

１．２１．８３ハイノキ
２５．９２．１３３５．２１．８１６２０．０２．３１８５．４１．９１６ムラサキシキブ

３．５３．２３ヤブムラサキ
８０．４２．２６３１８．９１．９２９１３０．２２．７７１２０．６２．０４６　　計・平均
５７３．３２．５１４７３９．３２．０３９８０４．２３．１１３７６２．１２．１６２合計・平均
７０５．５５．２９５７．７６．０９２６．７６．１１，０２７．８６．３スギ

注１）幹本数（N）：本/０．０１ha，平均樹高（H）：m，BA：cm２/０．０１ha
注２）スギについては２００８年１〜２月に計測。

表－３．福山１，５００本区の出現種別幹本数，平均樹高及びBA
南北斜面方位

下刈り無し下刈り有り下刈り無し下刈り有り下刈りの有無
BAHNBAHNBAHNBAHN種　名

     高木性極相種
１５７．２４．５８タブノキ
１５７．２４．５８０．０００．０００．００　　計・平均

     先駆性樹種
高木

２９０．０４．５１６５５．６３．８４１，１５４．０７．９２０アカメガシワ
４２０．０６．９８５６４．０８．９４カラスザンショウ
７１０．０５．３２４５５．６３．８４１，７１８．０８．１２４０．００　　計・平均

低木
２２．８３．４４イヌザンショウ

０．４１．７４１６．０２．０３２イワガネ
５０．０４．２８１３６．４３．３２０キガンピ

８０．４４．４８１２２．４３．０２８２４．８３．８４クサギ
１３．２１．８２８コアカソ
２１．２３．１４タラノキ
１２２．０４．２１２ヌルデ

１２９．６５．２１６ヤマハゼ
２５９．６２．９５６１２２．４３．０２８５０．４３．４１２３０６．８３．２７２　　計・平均

     その他樹種
高木

４５．２４．４４イヌガシ
１９．６３．４４シロダモ
５０．４３．１１２チシャノキ

１２４．８３．４２０ヤマザクラ
１１５．２３．４２０１２４．８３．４２００．０００．００　　計・平均

低木
６０．８２．０３２４．８１．４１６アオキ

３３７．６３．０１２８１７４．０２．９２０イヌビワ
７２．０４．４８エゴノキ

２８．３２．８４サンショウ
４１．６２．０６０１５．６１．８４０ハナイカダ

８．０３．８４ムラサキシキブ
３９．２３．３８２２．４３．０８ヤマグワ
１８０．０２．７５２３８８．３３．０１４０４６．４１．９７６１８９．６２．１６０　　計・平均

     
タケ類

１１２．８４．１１００メダケ
０．０００．００１１２．８４．１１０００．００　　計・平均

１，４２２．０３．４１６０６９１．１３．０１９２１，９２７．６３．７２１２４９６．４２．７１３２合計・平均
３４５．９４．４８９２．５５．４５９４．７５．０１，５５２．２７．１スギ

注）単位，スギについては表－２に同じ。
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表－４．福山２，０００本区の出現種別幹本数，平均樹高及びBA
南北斜面方位

下刈り無し下刈り有り下刈り無し下刈り有り下刈りの有無
BAHNBAHNBAHNBAHN種　名

高木性極相種
３４．４５．３４２６４．４６．２８タブノキ
３４．４５．３４０．００２６４．４６．２８０．００　　計・平均

先駆性樹種
高木

４０７．６５．２３２１２２．８３．９１２４０．８５．２４アカメガシワ
１１．２２．７４４１４．８７．０８カラスザンショウ

４０７．６５．２３２１３４．０３．６１６４１４．８７．０８４０．８５．２４　　計・平均
低木

３８．４５．１４４２．８４．０８イヌザンショウ
１．２１．７４８．８１．８４８イワガネ

６．０３．０４０．４１．５４４．４３．３４キガンピ
４６．０３．２１２キブシ

６９．６６．７４クサギ
３５．２１．７２０コアカソ

４３．２３．８４タラノキ
２８．４３．３４ツクシヤブウツギ
２４９．６４．６８２９３．２５．８８ヌルデ
３６８．４３．８３２７８．４２．３３２４０７．２４．８２０１３．２１．９５２　　計・平均

その他樹種
高木

７８．４５．０４エノキ
５０．４５．７４８８．４４．２８２４３．２６．７８カナクギノキ

１４．４２．６８ヤブツバキ
２１．２３．５４ヤマザクラ

５０．４５．７４１２４．０３．４２０３２１．６６．１１２０．００　　計・平均
低木

１８．４１．６２０５．６１．８８アオキ
６０．８２．４２４イヌビワ

２．４２．１４ウリノキ
１４．０２．２４１４９．６３．３４０２４．８２．７１２ムラサキシキブ

１．２２．０４ヤマアジサイ
６４．８３．１１６４０．４２．７１６７１．６２．９１６ヤマグワ
８３．２２．３３６１１５．２２．５４４１５８．８２．９５６９６．４２．８２８　　計・平均

タケ類
５７７．６４．７９６マダケ等
５７７．６４．７９６０．０００．０００．００　　計・平均
１，５２１．６４．３２０４４５１．６２．８１１２１，５６６．８４．２１０４１５０．４２．４８４合計・平均
７５４．８４．８１，２４３．７５．８９４０．０５．３１，８０６．１６．７スギ

注）単位，スギについては表－２に同じ。

表－５．福山３，０００本区の出現種別幹本数，平均樹高及びBA
南北斜面方位

下刈り無し下刈り有り下刈り無し下刈り有り下刈りの有無
BAHNBAHNBAHNBAHN種　名

高木性極相種
タブノキ

０．０００．０００．０００．００　　計・平均
先駆性樹種
高木

３６．４４．２４１６５．２５．４１２２．０２．５４アカメガシワ
１８．０３．０４ネムノキ

３６．４４．２４１８３．２４．８１６０．００２．０２．５４　　計・平均
低木

１．２１．５４０．４１．８４イワガネ
２１．２４．４４２．４２．５４キガンピ
１２．４３．０８１０．０２．９４キブシ
１２８．８５．４４３５０．８５．６１６２８．４２．３４８４．４４．６８クサギ
２０．８１．８３６コアカソ

２５２．０５．９８ヌルデ
２４．８１．９１６５．２２．３４マルバウツギ
１３７．２３．３２８ヤマハゼ
３４５．２２．６９６３６０．８５．１２０２８６．８３．６２０８７．２３．４１６　　計・平均

その他樹種
高木

８４．８４．７４カナクギノキ
４．４２．３８ヤマザクラ

８４．８４．７４４．４２．３８０．０００．００　　計・平均
低木

３８．０１．９４８アオキ
２８．８３．２８３４．４２．７１２イヌビワ

１４．０２．４１２４．０１．８１６ウリノキ
６２．８２．０４４３．６１．８１６ハナイカダ
１３．２２．３８ヒサカキ
１１．６３．０８３．２２．６４ムラサキシキブ
１．６１．９４ヤマアジサイ
４．４１．９４１９．６３．７４２２３．６４．４１６ヤマグワ
１２２．４２．３７６２２．８３．２８３１３．６２．４１０４４．０１．８１６　　計・平均

タケ類
０．０００．０００．０００．００　　計・平均
５８８．８２．６１８０５７１．２４．３５２６００．４２．６１２４９３．２２．６３６平均・合計
１，６９１．６５．９１，７２７．５６．０８８７．９５．０２，０７３．８６．３スギ

注）単位，スギについては表－２に同じ。


